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【背景】

2008 年に HHD に取り組み始め、2015 年に HHD 推進チームを発足して広報活動に力を入れ、現在患者数は予

定者も含め 21 名となった。また推進チーム発足と共にスタッフ教育や管理体制を構築してきた。

【目的】

患者、スタッフの意識の変遷を調査し、今後の HHD に関する啓発や教育に活かす

【対象・方法】

当院外来維持透析患者、看護師・臨床工学技士に対し、2015 年と 2018 年に意識調査を施行し比較検討した。

【結果】

[ ここで具体的に 2015 年と 2018 年のデータを述べる ]と、院内の HHD 推進チーム発足後 2 年間に HHD 推進

を法人の年間目標として掲げ、推進活動や勉強会を行った結果、HHD に対しての認知度、関心度は高まる傾向

にあった。この間、透析室に従事するスタッフに対しては毎月指導者育成目的で勉強会を開催、患者指導も各部

署で担当制にした。

【考察】

病院全体で取り組んだことに加え、前回の患者への意識調査では、透析歴が短い患者程 HHD に関心を示したた

め、保存期や転入患者、導入して 1年未満の患者に対して必ず HHD の情報提供を行うように努めたことも患者数

増加の一因と考える。


